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６．化学物質安全情報の作成、保存 

 TRA の計算が終了し、リスク比（RCR）がすべて１未満となっていることを確認した

ら、化学物質安全情報を作成するために「化学物質安全情報を作成」ボタンを押して

ください。化学物質安全情報の自動作成が開始されます。（図 9） 
 化学物質安全情報の作成が完了すると、「ChemicalSafetyInformation」シートが表示

されます。シートの内容は編集可能となっていますので、必要に応じて、加筆・修正

してください。「推奨するリスク管理措置」のセクションには、職場で検討・実施され

ているリスク低減措置を記入してください。 
なお、「ばく露」のセクションではシートの雛型の右側にフレーズの選択肢を列挙して

います。（図 10） 
 「ChemicalSafetyInformation」シートや TRA 計算結果である「TRA_Results」シー

トは上書きされるため、作成した内容を保存しておきたい場合にはシートをコピーし

て別ファイルとして保存するようにしてください。（図 11、図 12） 
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図 9 GSS Maker Worker Tool の化学物質安全情報作成のフロー 

  

ＳＴＥＰ（4） 実行と結果の確認
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RCR≧1の場合にチェックポイントを表示

TRAの実行 化学物質安全情報を作成

ヘルプ

 

物質名 (SUBSTANCE NAME)

物質の概要　(GENERAL STATEMENT)

化学的特性　(CHEMICAL IDENTITY)

使用・用途と適用　(USES AND APPLICATIONS)

物理化学的特性　(PHYSICAL/CHEMICAL PROPERTIES)

ヒト健康影響　(HEALTH EFFECTS)

発がん性 区分外

生殖毒性 生殖能または胎児への悪影響のおそれ（区分1A)

特定標的臓器毒性(単回ばく露）
中枢神経系：臓器(中枢神経系)の障害（区分1）／気道刺激性：呼吸器への刺激のおそれ（区分3）／
麻酔作用：眠気またはめまいのおそれ（区分3）

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 区分外

生殖細胞変異原性 区分外

急性毒性（経皮） 区分外
皮膚腐食性／刺激性 皮膚刺激（区分2)

眼に対する重篤な損傷性／刺激性 眼刺激（区分2B)

急性毒性（吸入-気体） 区分外
急性毒性（吸入-蒸気） 吸入すると有害（区分4）
急性毒性（吸入-粉塵/ミスト） 区分外

出典・備考 日化協GPS/JIPSセミナー資料_物理

影響項目
急性毒性（経口） 飲み込むと有害性のおそれ(区分5)

水溶解度の温度 20 ℃
オクタノール/水分配係数 2.65 logKow

蒸気圧の温度 20 ℃
水溶解度 515 mg/L

項目 値
分子量 92.15 g/mol
蒸気圧 3000 Pa

その他の情報
出典・備考

当社製品の主な用途

その他の番号 203-625-9(EC番号）
分子式 C7H8
構造式

商品名
化学名  トルエン
CAS番号 108-88-3

 トルエン

項目
一般名  トルエン

化学物質安全情報（一部） 
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図 10 化学物質安全情報 推奨するリスク管理措置及びばく露のフレーズ 
  

推奨するリスク管理措置　(RISK MANAGEMENT RECOMMENDATIONS)

換気状態
（局所排気
装置など）

その他

項目 区分 推奨するリスク管理措置

対作業者ばく露
呼吸保護具
の使用

保護手袋の
使用

作業時間

option1 option2
ばく露は製造設備か、当
該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動ばく露は製造設備か、当

該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製
造、輸送、保管、閉鎖系

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動
での輸送、その他の作業

ばく露は製造設備か、当
該物質を使用する様々な
産業設備で生じる。製

製造工程での作業工程に
おけるメンテナンス、サ
ンプリング、試験、手動

専用設備での船舶／大容量コンテナへのor からの物質や調剤の移し替え作業において、【例：塵/蒸
気/エアロゾルの発生、流出、装置の清掃】等に伴い、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性があ
る。

流出を最小化するように設計された条件での小容量コンテナへの物質や調剤の移し替え作業におい
て、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

ばく露　(EXPOSURE)

項目 ばく露

作業者ばく露
管理されたばく露のある閉鎖系・連続プロセスでの作業において、メンテナンス、サンプリングおよ
び装置故障の際等に、作業者への経皮・吸入ばく露の可能性がある。

GSSMaker Worker Toolで作

成される雛型シートの右側に

ばく露フレーズの選択肢を列

挙 

「推奨するリスク管理措置」

には職場で検討・実施されて

いるリスク低減措置を記入し

てください。 
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図 11  化学物質安全情報（ChemicalSafetyInformation） 
シートを別ファイルにコピーする方法 

 
 

① ChemicalSafetyInformation」
のシート名のところで右クリ

ックをし、「移動またはコピー」

を選択。 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で 、「 OK 」 ボ タ ン を 押 す と 、

ChemicalSafetyInformation のシートが新

しい Excel ファイルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば化

学物質安全情報(ChemicalSafety 
Information)の保存作業は完了です。 
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図 12  TRA 計算結果シートを別ファイルにコピーする方法 

②「移動先ブック名」のプルダウンから、「（新

しいブック）」を選択。 
また、下の方にある「コピーを作成する」に

チェック。 

③ ②が終わると左画面のようになるはずなの

で、「OK」ボタンを押すと、TRA 計算結果

(TRA_Results)のシートが新しい Excel ファ

イルとなります。 
 そのファイルに名前を付けて保存すれば

TRA 計算結果の保存作業は完了です。 

① TRA_Results」のシート名の

ところで右クリックをし、

「移動またはコピー」を選

択。 


